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「豊能町地域公共交通計画」の策定に向けて 

豊能町地域公共交通会議 

 

 

１．「地域公共交通計画」とは？ 

・「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」が定める法定計画（現在は努力義務、R6に必須計画） 

・地域公共交通に関するマスタープラン（基本となる計画）で、 

地域の移動手段の確保・維持・改善にむけた方針や具体の取組みを記載 

・計画では、次の点が重要とされる 

✓地域公共交通とまちづくりとの一体性 

  ▶まちづくり、観光、医療、福祉 等 

✓持続可能な地域旅客サービスの確保  

  ▶鉄道、路線バス、タクシー等や、無料送迎バス等による｢輸送資源の総動員｣ 

✓地域特性に応じた多様な交通サービスの組合せ 

  ▶交通サービスどうしの連携や、身の丈にあったサービスの確保 

✓地域、交通事業者、行政等の関係者の連携・役割分担 

  ▶住民ニーズの反映や、住民の主体的な参画 

 

・計画策定により、次の利点が想定される 

✓地域公共交通の「憲法」 

▶本計画は、今後の地域公共交通のあり方を定める宣言文となる。このため、個別の要望（増便、

路線延伸等）に対し、地域公共交通のあり方の観点から明確に回答可能になる。 

▶地域公共交通にかかる予算化や補助申請、関係者協議・説明等の際に、よりどころとなる。 

✓まちづくりや観光等の他施策との連携強化 

▶様々な分野の「移動」にかかる施策を横ぐしにつなぐ取組みへ発展させやすくなる。 

✓関係者間の連携強化・役割分担明確化 

▶行政、交通事業者、地域団体等の協議・意見交換・合意のもとに計画を策定・推進するため、関

係者間の連携強化に繋がる。 

✓交通機関同士の連携強化・役割分担明確化 

▶鉄道、バス、タクシー、その他地域の輸送資源を一体的に活用し、地域全体のネットワークの連

携強化や効率性向上等を検討できる。 

✓地域公共交通事業の継続性確保 

▶関係者個人の顔ぶれが変化しても、事業が当初の目的や計画に沿って継続して推進される。 

✓地域公共交通に対する財源確保 

▶国土交通省の「地域公共交通確保維持事業」等の新たな財源が活用可能となる。 

※「地域公共交通計画等の作成と運用の手引き 第 3版」（令和 4年 3月 国土交通省）より作成  

資料３ 
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２．計画策定の進め方及び今後のスケジュール 

(１) 計画策定に向けた考え方 

豊能町では、人口減少や生活スタイルの変化、コロナ禍による人の移動の減少等に伴い、地域公共交

通における需要縮小や経営状況悪化、乗務員等の担い手不足等が進んでおり、厳しい環境にあります。 

そこで、豊能町における地域公共交通を未来にわたって確保・維持・改善するため、町総合まちづく

り計画、都市計画マスタープラン等の上位・関連計画との整合を図りつつ、地域公共交通の利用実態や

ニーズ、地域条件等を整理し、直面する問題点・課題を抽出したうえで、それらの解決に向けた地域公

共交通に関する方針や施策を検討し、地域公共交通にかかるマスタープランとなる「豊能町地域公共交

通計画」を策定（地域公共交通活性化再生法に基づく計画）します。 

 

(２) 計画の概要（案） 

計画の区域 豊能町全域 

※ただし、町内外を連絡する鉄道、路線バス等を含む 

計画の期間 令和 6(2024)年度から概ね 5年程度 

 

(３) 全体スケジュール（予定） 

 R4      R5            R6   

 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

町民の 

移動需要調査 

                     

公共交通に関する

課題整理 

                     

基本方針や目標の

設定 

                     

事業等の検討                      

計画の作成 
           

 
●   

 
●    ● 

公共交通会議 
●    ●    ●    ●    ●    ● 

その他                      

  

計画 
策定 

パブリック 
コメントの実施 

計画 
(素案) 

計画 
(たたき案) 
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３．現況把握に向けた各種調査の実施（案） 

豊能町における地域公共交通の目指すべき姿を検討する基礎資料とするため、地域公共交通の現況等

を把握する各種調査を行います。 

 

表 調査 概要（案） 

主な対象 項目 内容（案） 備考 

全般 地域公共交通

のデータ整理 

統計データ等から、利用や運営の状況を整

理 

 

住 民 等

 

町民アンケー

ト 

住民等の移動実態等を把握 町内約 3,000世帯へ郵送配布・回収 

利用者等 駅等での調査 主要な地域公共交通の拠点で調査員がア

ンケートを配布、郵送回収 

鉄道 3駅、主要バス停留所数カ所（希

望が丘四丁目、余野、支所前 等）を

想定 

 

デマンドタク

シー調査 

利用者へ乗務員の方より調査票を配布、郵

送回収 

ご協力が得られれば実施 

供給者等 関係者ヒアリ

ング調査 

公共交通事業者、近隣市町、乗務員等と意

見交換 

ご協力の得られる範囲で実施 

 

地域の輸送資

源調査 

地域の移動手段としての活用可能性の把

握 

送迎バス運行施設等へのアンケー

トを想定 （※下図参照） 

※上記のほか、「子どもへのアンケート」（通学支援に資するニーズの把握等）の実施を検討中。 

 

 
図 地域の実情にあわせた交通手段見直し(国土交通省資料より作成) 

 

 

乗合タクシー
(デマンド型)

バス・タクシーによるサービスの提供が困難な場合

自家用有償旅客運送
(市町村自ら又はNPO等による運行)

路線バス
（地域間幹線等）

コミュニティバス
(路線定期/デマンド型) タクシー(乗用)の

活用(相乗り等)

送迎サービス等の積極的活用
(スクールバス,福祉輸送,病院・商業施設等)

需要規模に応じた
効率的・効果的な運行

路線定期

目的地への一定の輸
送ニーズ（通学・通
院等）を束ねること
で効率的にサービス

を提供可能

デマンド型

利用者の輸送ニーズ
に応じて運行ルート
や乗降場所を柔軟に

設定可能
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